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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、熱ショックタンパク質90ファミリーのメンバーをコードします。これらのタンパク質は、シグナル伝達、タンパク質の折り畳みと分解、そして形態進化に関与しています。この遺伝子は、細胞質90 kDaの熱ショックタンパク質の恒常型をコードし、胃のアポトーシスと炎症に関与していると考えられています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。偽遺伝子は複数の染色体上に同定されています。[RefSeq提供、2012年12月],機能：分子シャペロン。ATPase活性を有する。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性：熱ショックタンパク質90ファミリーに属する。,細胞内局在：ステージIからステージIVまでのメラノソーム分画において、質量分析法によって同定された。,サブユニット：ホモ二量体。TP53/p53と相互作用する（類似性による）。UNC45Aと相互作用する。 UNC45Aへの結合には、HSP90AB1二量体あたり2つのUNC45Aモノマーが関与する。
	研究分野
	PI3K/Akt; タンパク質アセチル化
	画像データ
	

	HSP90B抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはHSP90Bペプチドでブロッキングされている。
	

	HSP90B抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	HSP90B抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	HUVEC/NIH/3T3/HepG2のライセートをHSP90B抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	HSP90βポリクローナル抗体（1：2000希釈）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

